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前
回
の
連
載
を
休
ん
だ
の
で
、
半
年
の
間
隔
が
あ
い
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
ま
ず
読
者
に
お
詫
び
し
た
い
。

　

こ
の
半
年
間
、
グ
ア
ム
で
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

昨
年
（
二
〇
一
〇
年
）
九
月
二
〇
日
に
は
、
海
兵
隊
移
転
な
ど
を
め

ぐ
る
環
境
影
響
評
価
書
（
Ｅ
Ｉ
Ｓ
）
の
「
決
定
記
録
」（Record of 

D
ecision

）
が
つ
い
に
出
さ
れ
、
一
一
月
の
知
事
選
で
は
、
民
主
党

の
コ
ン
ビ
を
破
っ
て
、
米
軍
増
強
推
進
派
の
エ
デ
ィ
ー
・
カ
ル
ボ
／

レ
イ
・
テ
ノ
リ
オ
組
（
共
和
党
）
が
勝
利
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
三

月
に
は
、
海
兵
隊
移
転
に
関
し
て
、
国
家
歴
史
保
存
法
（
Ｎ
Ｈ
Ｐ

Ａ
）
に
の
っ
と
っ
た
「
基
本
政
策
合
意
」
に
グ
ア
ム
政
庁
側
が
同
意

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
間
、
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
で
海
兵
隊
移

転
関
連
の
予
算
審
議
も
続
い
て
い
る
。

　

論
点
は
あ
ま
り
に
多
岐
に
わ
た
る
の
だ
が
、
今
回
は
と
く
に
二
つ

の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
ひ
と
つ
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

と
く
に
上
下
水
道
を
め
ぐ
る
問
題
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
ま
で
何

度
も
紹
介
し
て
き
た
パ
ガ
ッ
ト
地
区
へ
の
射
撃
訓
練
場
設
置
の
問
題

で
あ
る
。
昨
年
九
月
に
は
越
田
清
和
さ
ん
と
と
も
に
二
度
目
の
グ
ア

ム
現
地
調
査
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
様
子
も
随
時
織
り
込
ん
で
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
支
援
が
い
よ
い
よ
始
ま
る

　

こ
れ
ま
で
何
度
も
説
明
し
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
政
府
は
、
海

兵
隊
移
転
に
関
し
て
六
〇
・
九
億
ド
ル
の
経
費
負
担
を
行
う
こ
と
を

約
束
し
（
そ
の
内
訳
は
、
表
１
）、
す
で
に
、
二
〇
〇
九
年
度
予
算

で
三
五
三
億
円
、
一
〇
年
度
予
算
で
四
七
九
億
円
を
支
出
し
て
い

る
。
本
稿
執
筆
時
点
で
は
未
成
立
の
一
一
年
度
予
算
で
は
ま
た
少
し

増
額
さ
れ
て
五
三
二
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
大

き
く
違
っ
て
い
る
点
は
、
こ
の
な
か
に
、
日
本
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
に
よ
る
融
資
の
原
資
と
し
て
三
七
〇
億
円
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
だ
。
内
訳
は
、
下
水
道
整
備
が
二
四
四
億
円
、
上
水
道
整
備

が
一
二
六
億
円
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
表
１
の
中
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
融

資
七
・
四
億
ド
ル
の
一
部
と
な
る
。
財
政
支
出
（
真
水
）
で
は
な
く
、

融
資
と
い
う
形
で
の
資
金
投
下
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
の
で
あ
る
。
日

本
の
国
際
協
力
機
関
に
よ
る
は
じ
め
て
の
「
軍
事
援
助
」
だ
と
言
え

【
連
載
】

海
兵
隊
グ
ア
ム
移
転
―
誰
の
た
め
の
負
担
軽
減
な
の
か
（
６
）

山
口
響

で
あ
る
。
ア
ジ
ア
市
場
開
拓
の
た
め
の
戦
略
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
新
幹

線
・
都
市
交
通
、
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
支
援
が

挙
げ
ら
れ
た
。
官
民
共
同
で
の
水
道
ビ
ジ
ネ
ス
海
外
展
開
は
熱
心
に

進
め
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
今
年
一
月
に
は
、
横
浜
市
と
日
揮
の

官
民
連
合
が
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
北
西
部
ブ
ラ
イ
ダ
市
の
水
道
事
業

受
注
に
向
け
た
実
証
実
験
開
始
で
、
サ
ウ
ジ
政
府
と
合
意
し
て
い
る
。

　

海
兵
隊
グ
ア
ム
移
転
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
二
二
日
に

Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
が
気
に
な
る
入
札
公
告
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
件
名
は
、

「
駐
留
軍
再
編
促
進
金
融
業
務
に
お
け
る
、
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
金
融

的
側
面
の
検
討
に
関
す
る
、
わ
が
国
地
方
自
治
体
の
経
験
を
踏
ま
え

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た0

現
状
等
調
査
に
係
る
業
務
委
託
一
式
」（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
も

の
だ
。
越
田
さ
ん
と
私
が
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
に
対
し
て
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ

（
二
〇
一
〇
年
九
月
九
日
）
に
よ
れ
ば
、「
地
方
自
治
体
の
経
験
」
と
は
、

自
治
体
に
よ
る
水
道
運
営
の
経
験
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
、
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
融
資
に
よ
っ
て
、
グ
ア
ム
に
お

い
て
上
下
水
道
を
整
備
す
る
事
業
者
の
一
角
に
、
日
本
の
地
方
自
治

体
が
食
い
込
ん
で
く
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本
経

済
の
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
自
治
体
が
海
外
地
域
の
軍
事
化
プ

ロ
セ
ス
を
直
接
担
い
う
る
、
そ
ん
な
時
代
に
私
た
ち
は
入
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
融
資
ス
キ
ー
ム

　
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
ス
キ
ー
ム
は
、
具
体
的
に
は
図

る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
と
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
文
脈
は
、

二
〇
一
〇
年
六
月
に
民
主
党
政
権
が
閣
議
決
定
し
た
「
新
成
長
戦
略
」

事業内容 財源 金額

日本側負担

司令部庁舎／教場／隊舎／
学校等生活関連施設

財政支出（真水） 28.0 億ドル
（上限）

家族住宅 出資・融資等
（JBIC による）

25.5 億ドル
（「効率化」により
実質21.3 億ドル）

インフラ（電力、上下水道、
廃棄物処理）

融資等
（JBIC による）

7.4 億ドル

計 60.9 億ドル

米国側負担

ヘリ発着場／通信施設／訓
練支援施設／整備補給施設
／燃料・弾薬保管施設など

財政支出（真水）
31.8 億ドル

高規格道路 融資または財政支出 10.0 億ドル

計 41.8 億ドル

総額 102.7 億ドル

表1　日米による経費負担の割合
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１
の
よ
う
な
形
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
政
府
に
よ
る
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ

へ
の
出
資
（
こ
れ
が
二
〇
一
一
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の
）
を

受
け
て
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
が
融
資
を
行
う
の
だ
が
、
問
題
は
融
資
先
で
あ

る
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
主
体
と
し
て
、
ま
っ
た
く
新
し
い
「
特
別
事
業

体
」（special purpose entity

＝SPE

）
を
創
設
す
る
と
い
う
考

え
方
も
成
り
立
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
昨
年
九
月
の
Ｊ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
担
当
者
は
、「
Ｓ
Ｐ
Ｅ
は
権
利
義
務
関
係
を

契
約
で
固
め
ね
ば
な
ら
ず
、
作
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。
実
際
は
、

［
現
地
で
水
道
、
電
気
を
提
供
し
て
い
る
公
共
事
業
体
で
あ
る
］
グ

ア
ム
水
道
局
（
Ｇ
Ｗ
Ａ
）
や
グ
ア
ム
電
力
（
Ｇ
Ｐ
Ａ
）
を
完
全
に
排

除
し
た
融
資
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
感
触
を
口
に
し
て

い
た
。

　

グ
ア
ム
公
共
事
業
体
連
合
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
の
サ
イ
モ
ン
・
サ
ン
チ

ェ
ス
会
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
〇
年
九
月
一
五
日
）
で
も
、

お
お
よ
そ
似
た
よ
う
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
会
長
に
よ
る
と
、

グ
ア
ム
で
は
す
で
に
、
電
気
事
業
で
は
Ｇ
Ｐ
Ａ
と
大
阪
ガ
ス
な
ど
が
、

水
道
事
業
で
は
Ｇ
Ｗ
Ａ
と
ヴ
ェ
オ
リ
ア
社
な
ど
が
提
携
関
係
に
あ
る

と
い
う
。
海
兵
隊
移
転
事
業
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
も
、
Ｇ
Ｐ
Ａ

や
Ｇ
Ｗ
Ａ
を
中
心
と
し
た
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
会
長
は
胸
を
張
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
図
１
に
あ
る
よ
う
に
、
実
際
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う

の
は
、
Ｇ
Ｗ
Ａ
・
Ｇ
Ｐ
Ａ
と
そ
の
提
携
先
と
の
連
合
体
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
日
本
の
地
方
自
治
体
や
企
業
は
、
こ
の
提
携
先
に
ど
れ
だ

け
食
い
込
め
る
か
を

ね
ら
う
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
懸

念
は
、
資
金
の
償
還

を
め
ぐ
る
問
題
で
あ

る
。
究
極
的
に
債
務

を
負
う
の
は
誰
な
の

か
。
償
還
期
間
は
ど

の
程
度
か
。
利
率
は

ど
う
な
る
か
。
こ
れ
ら
の
一
切
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
決
定
的

な
の
は
債
務
者
の
問
題
で
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
サ
ン
チ
ェ
ス
会
長
は
、
私
た

ち
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
そ
れ
は
米
国
防
総
省
と
い
う
こ
と
に

な
る
」
と
断
言
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
会
長
の
考
え
は
楽
観
的
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
え
る
。
実

際
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
と
米
軍
が
二
〇
一
〇
年
七
月
に
結
ん
だ
「
了
解
覚
書
」

（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
で
は
、
誰
が
最
終
的
な
債
務
者
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
、

明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
（Stars and Stripes, July 21, 

2010

）。
米
軍
、
米
国
防
総
省
は
、
そ
の
点
を
巧
妙
に
避
け
て
い
る

よ
う
な
印
象
が
あ
る
。
水
道
代
や
電
気
代
だ
け
で
何
億
ド
ル
も
の
支

払
い
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
軍
隊
は
相
当
長
期
に
わ
た
っ

て
グ
ア
ム
に
い
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
米
軍
は
、
そ

う
い
う
長
期
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
嫌
う
の
だ
。
か
り
に
米
軍
が
借

金
を
完
済
し
た
上
で
い
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
グ
ア
ム
の
人
口
に

は
不
釣
合
い
に
大
き
い
イ
ン
フ
ラ
が
残
さ
れ
、
財
政
を
圧
迫
す
る
よ

う
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
Ｇ
Ｗ
Ａ
・
Ｇ
Ｐ
Ａ
が
抱
え
る
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
も
、
サ
ン
チ
ェ
ス
会
長
は
楽
観
的
で
、

「
グ
ア
ム
の
人
口
は
こ
の
数
十
年
で
一
〇
万
人
増
え
て
い
る
。
今
後

も
そ
の
傾
向
が
続
く
だ
け
だ
」
と
豪
語
す
る
。

貯
水
池
を
め
ぐ
っ
て

　

既
存
の
水
資
源
に
つ
い
て
も
論
争
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
本
連

載
の
一
回
目
で
詳
論
し
た
よ
う
に
、
グ
ア
ム
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
需

給
関
係
は
か
な
り
複
雑
だ
。
再
掲
し
た
図
２
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

上
水
道
に
関
し
て
は
、
民
間
利
用
分
の
一
部
を
米
軍
が
供
給
し
て
い

る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
グ
ア
ム
島
南
部
に
あ

る
フ
ェ
ナ
貯
水
池
か
ら
の
水
で
あ
る
（
次
ペ
ー
ジ
の
図
３
を
参
照
の

こ
と
）。
Ｇ
Ｗ
Ａ
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
が
貯
水
池
を
グ
ア
ム
側
に
返
還
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
書
い
た
と
お
り
だ
。

　

今
年
一
月
七
日
に
成
立
し
た
米
連
邦
法
で
あ
る
「
二
〇
一
一
会
計

年
度
国
防
権
限
法
」（P.L.111-383

）［
１
］
は
、
フ
ェ
ナ
貯
水
池
な

ど
を
Ｇ
Ｗ
Ａ
に
返
還
し
て
グ
ア
ム
島
全
体
で
単
一
の
水
道
シ
ス
テ
ム

を
作
る
こ
と
を
規
定
し
た
（
二
八
二
二
条
）。
と
こ
ろ
が
、
グ
ア
ム

の
人
び
と
に
と
っ
て
は
驚
き
の
但
し
書
き
が
こ
れ
に
は
含
ま
れ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
返
還
に
あ
た
っ
て
、
Ｇ
Ｗ
Ａ
側
が
貯
水
池
な

電気

上水道

下水道

廃棄物

民間利用⇦　⇨米軍利用

図２　グアムの生活インフラの需給関係
網掛け部分は民生部門による供給，白色部分は
米軍による供給を示す。ただし、棒の長さは現
実の需要・供給の割合に一致しない。

CCUのサイモン・サンチェス会長

図１　インフラ整備スキーム
※日本政府による説明資料（http://www.
mod.go. jp/j/approach/zaibeigun/
saihen/iten_guam/pdf/gyosetu.pdf）を
参考に、一部改変。

米海兵隊

ＪＢＩＣ

日本政府

使用料金

提携先
グアム水道局
（GWA）
グアム電力
（GPA）

インフラ提供

融資 償還

国庫納付出資・融資
交付金



PEOPLE’S PLAN ❖ 53    67  　【連載】海兵隊グアム移転―誰のための負担軽減なのか（6）

ど
の
「
適
正
な
市
場
価
格
」
に
相
当
す
る
額
を
国
防
総
省
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
条
項
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
返
還
の
さ
ら
な
る
条
件
と
し
て
、
米
国
防
総
省
が
グ
ア
ム
公
共

事
業
体
連
合
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
理
事
会
の
投
票
権
の
う
ち
、
少
な
く
と

も
三
三
％
を
取
得
す
べ
き
旨
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
国
防
総
省
の
意
思
で
あ
る
か
ど
う
か
、
筆
者
は
ま
だ
把
握

し
て
い
な
い
。
グ
ア
ム
選
出
の
米
連
邦
下
院
議
員
マ
デ
レ
ー
ン
・
ボ

ダ
ー
リ
ョ
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
の
法
案
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
れ
ら
の
条
項
が
、
の
ち
に
共
和
党
議
員
か
ら
の
修
正
案
と
し
て
挿

入
さ
れ
た
と
い
う
（M

arianas Variety, M
arch 7, 2011

）。
あ
く
ま
で

こ
れ
は
議
会
が
行
政
府
に
権
限
を
与
え
る
法
律
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
が

実
行
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
こ
の
提
案
に
は
、
日
ご
ろ
は
米
軍

と
良
好
な
関
係
を
保
っ
て
い
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
サ
ン
チ
ェ
ス
会
長
も
さ
す

が
に
反
発
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
東
京
都
水
道
局
と
か
の
運
営
に
日

本
の
自
衛
隊
が
法
的
権
限
を
も
っ
て
関
与
で
き
る
と
し
た
ら
、
そ
れ

が
ど
れ
ほ
ど
異
常
な
事
態
で
あ
る
か
、
想
像
し
て
み
る
と
よ
い
。

　

パ
ガ
ッ
ト
を
訪
ね
る

　

さ
て
、
射
撃
訓
練
場
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
パ
ガ
ッ
ト

（Pågat
）
地
区
の
問
題
に
移
ろ
う
。「
パ
ガ
ッ
ト
」
と
は
、
現
地
の

チ
ャ
モ
ロ
語
で
「
助
言
」
を
意
味
す
る
言
葉
だ
そ
う
だ
。

　

九
月
に
グ
ア
ム
調
査
を
行
っ
た
際
、
現
地
に
足
を
運
ん
で
み
た
。

グ
ア
ム
東
岸
近
く
を
走
る
「
ル
ー
ト
15
」
か
ら
鬱
蒼
と
し
た
森
を
越

アンダーセン空軍基地
フィネガヤン海軍
コンピューター・通信施設

南フィネガヤン
住宅地区

アンダーセン南部地区

海軍弾薬庫

アプラ港湾海軍複合施設

バリガーダ海軍
コンピューター・通信施設

ハガッニャ
（グアム属領行政の中心）

フェナ貯水池

新廃棄物処理場予定地

射撃場として収用され
る可能性のある場所
（パガット地区を含む）

タモン湾（観光の中心）

図3　グアムの主な米軍施設
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り
危
険
な
場
所
な
の
で
、
注
意
し
て
ほ
し
い
。

パ
ガ
ッ
ト
を
め
ぐ
っ
て
、
つ
い
に
訴
訟
へ

　

前
回
の
連
載
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
全
米
歴
史
保
存
ト
ラ
ス
ト

（
Ｎ
Ｔ
Ｈ
Ｐ
）［
２
］
は
、
パ
ガ
ッ
ト
地
区
を
「
も
っ
と
も
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
全
米
11
の
史
跡
」
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
指
定
し
、
グ

ア
ム
現
地
で
は
、
グ
ア
ム
保
存
ト
ラ
ス
ト
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
や
市
民
グ
ル

ー
プ
「
私
た
ち
は
グ
ア
ハ
ン
」（W

e A
re Guahan

、
以
下
、
Ｗ
Ａ

Ｇ
と
略
。
グ
ア
ハ
ン
は
グ
ア
ム
の
現
地
で
の
呼
び
名
）
が
中
心
と
な

っ
て
、
パ
ガ
ッ
ト
保
存
運
動
が
強
ま
っ
て
い
た
。

　

昨
年
九
月
発
表
の
環
境
影
響
評
価
書
（
Ｅ
Ｉ
Ｓ
）「
決
定
記
録
」

で
は
、
パ
ガ
ッ
ト
を
射
撃
訓
練
場
の
候
補
地
と
す
る
決
定
は
、
結
局

変
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月

一
二
日
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
Ｗ
Ａ
Ｇ
、
Ｎ
Ｔ
Ｈ
Ｐ
の
三
者
は
、
米
国
防
総
省

な
ど
を
相
手
取
っ
て
、
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
の
連
邦
地
裁
で
訴
訟
を

提
起
し
た
。
ハ
ワ
イ
が
係
争
地
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
グ
ア
ム
の
米

軍
増
強
に
直
接
の
責
任
を
持
つ
米
太
平
洋
軍
司
令
部
が
こ
こ
を
本
拠

と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

訴
状
に
よ
れ
ば
、
要
求
内
容
は
三
つ
［
３
］。
第
一
は
、
パ
ガ
ッ
ト

に
射
撃
訓
練
場
を
設
置
す
る
と
い
う
決
定
が
、
国
家
環
境
政
策
法

（
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）、
国
家
歴
史
保
存
法
（
Ｎ
Ｈ
Ｐ
Ａ
）、
海
岸
地
帯
管
理

法
（
Ｃ
Ｚ
Ｍ
Ａ
）
に
反
し
て
い
る
と
い
う
違
法
確
認
。
第
二
は
、
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
や
り
直
し
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
射
撃
場
建
設

地
上
危
険
地
帯
（Surface D

anger Zone
＝SD

Z

）
に
落
下
し

て
く
る
と
見
ら
れ
る
弾
薬
は
一
〇
一
三
発
。
こ
れ
だ
け
の
弾
薬
が
パ

ガ
ッ
ト
の
上
空
を
飛
び
交
い
、
落
下
し
て
く
る
こ
と
は
許
せ
な
い
、

と
い
う
の
が
、
訴
訟
に
加
わ
っ
た
人
び
と
の
思
い
な
の
だ
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｐ
Ａ
に
関
し
て
は
、
パ
ガ
ッ
ト
地
区
が
一
九
七
四
年
三

月
一
三
日
付
け
で
国
家
史
跡
（N

ational Register of H
istoric 

Places

）
に
指
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
射
撃
場
建
設
が
史
跡

に
与
え
う
る
悪
影
響
に
つ
い
て
ま
と
も
に
検
討
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

違
法
だ
と
訴
状
は
断
じ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｈ
Ｐ
は
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
四
日
の
意
見
書
で
こ
う
批
判

す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｎ
Ｈ
Ｐ
Ａ
第
一
〇
六
条
に
よ
っ
て
、
関
係
す
る

市
民
は
事
業
予
定
者
（
今
回
の
場
合
は
国
防
総
省
・
米
軍
）
と
の
協

議
に
参
加
す
る
資
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
防

総
省
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
い
う
別
の
法
律
に
の
っ
と
っ
て
開
い
た
住
民

へ
の
説
明
会
・
公
聴
会
を
、
Ｎ
Ｈ
Ｐ
Ａ
第
一
〇
六
条
の
た
め
の
集
ま

り
で
も
あ
っ
た
と
事
後
的
に
流
用
す
る
こ
と
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｐ
Ａ
に
よ
る

協
議
参
加
権
を
事
実
上
奪
っ
た
、
と
い
う
の
だ
［
４
］。
国
防
総
省
は
、

Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
Ｅ
Ｉ
Ｓ
策
定
プ
ロ
セ
ス
と
Ｎ
Ｈ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
協
議

プ
ロ
セ
ス
を
意
図
的
に
混
同
す
る
こ
と
で
、
住
民
参
加
の
幅
を
狭
め

た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
よ
い
よ
工
事
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
の
か
？

　

こ
の
訴
訟
と
並
行
し
つ
つ
、
Ｎ
Ｈ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
協
議
プ
ロ
セ
ス
も

工
事
の
仮
差
止
命
令
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
関
し
て
訴
状
は
、
射
撃
訓
練
場
の
候
補
地
選

定
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｉ
Ｓ
が
パ
ガ
ッ
ト
以
外
の
土
地
に
つ
い
て
ま
っ
た

く
検
討
し
て
い
な
い
点
で
手
続
的
瑕
疵
が
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
訴

状
は
、
米
軍
保
有
地
・
非
保
有
地
の
両
者
に
わ
た
っ
て
、
パ
ガ
ッ
ト

以
外
の
具
体
的
な
地
名
を
挙
げ
な
が
ら
、
国
防
総
省
の
不
作
為
を

批
判
し
て
い
る
。
中
に
は
、
グ
ア
ム
島
と
同
じ
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に

属
す
る
テ
ニ
ア
ン
島
の
名
前
す
ら
、
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
た
候
補
地

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
米
軍
の
Ｅ
Ｉ
Ｓ
に
は
、
テ
ニ
ア
ン
に
海

兵
隊
の
訓
練
場
を
設
置
す
る
別
の
計
画
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、

テ
ニ
ア
ン
も
当
然
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
で
、

合
法
性
の
枠
内
で
議
論
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
い
ち
お
う

理
解
で
き
る
攻
め
方
で
は
あ
る
の
だ
が
、
グ
ア
ム
よ
り
さ
ら
に
忘
れ

去
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
テ
ニ
ア
ン
を
わ
ざ
わ
ざ
別
の
候
補
地
と
し
て

持
ち
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
グ
ア
ム
の
苦
境
が
現
れ
て
い

る
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

訴
状
は
ま
た
、
パ
ガ
ッ
ト
に
射
撃
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
う
文

化
的
影
響
の
検
討
が
Ｅ
Ｉ
Ｓ
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
地
下
水
へ

の
イ
ン
パ
ク
ト
も
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
こ
と
、
チ
ャ
モ
ロ
人
の
よ

う
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
与
え
る
効
果
も
考
え
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
っ

た
こ
と
、
な
ど
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

米
海
軍
に
よ
る
予
想
で
は
、
射
撃
場
で
年
間
に
発
射
さ
れ
る
弾
薬

は
一
〇
一
三
万
四
七
五
〇
発
で
、
こ
の
う
ち
、
パ
ガ
ッ
ト
を
含
ん
だ

え
て
海
に
到
る
、
片
道
三
〇
分
程
度
の
道
の
り
で
あ
る
。
ル
ー
ト
15

沿
い
の
け
も
の
道
へ
の
入
り
口
に
は
、「
米
軍
増
強
反
対
」
の
看
板

も
掲
げ
ら
れ
て
あ
っ
た
。

　

最
初
は
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
の
な
だ
ら
か
な
道
を
行
く
が
、
次
第
に
、

ト
レ
イ
ル
は
狭
く
、
急
峻
に
な
っ
て
い
く
。
普
段
こ
う
い
う
と
こ
ろ

を
歩
き
つ
け
な
い
筆
者
に
は
け
っ
こ
う
つ
ら
い
。
途
中
に
は
、
洞
窟

も
ぱ
っ
く
り
と
口
を
開
け
て
い
る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
と
き
は
、

現
地
人
も
米
兵
も
日
本
兵
も
、
こ
う
い
う
場
所
に
逃
げ
隠
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

雨
後
の
せ
い
か
や
や
滑
り
や
す
い
斜
面
を
、
側
面
の
岩
や
ロ
ー
プ

を
つ
た
い
な
が
ら
歩
い
た
先
に
は
、
太
平
洋
の
絶
景
が
広
が
っ
て
い

た
。
海
は
、
濃
い
青
を
湛
え
て
い
る
。
し
ば
ら
く
は
言
葉
も
つ
げ
な

い
ま
ま
休
憩
し
た
後
、
ふ
た
た
び
森
の
方
へ
と
取
っ
て
返
し
、
ま
た

別
の
海
沿
い
に
出
て
み
た
。
こ
こ
で
は
、
岩
石
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ

た
天
然
の
プ
ー
ル
の
よ
う
な
場
所
が
で
き
て
い
た
。
次
に
来
る
機
会

が
あ
れ
ば
、
海
に
入
っ
て
み
る
か
。

　

帰
り
の
道
す
が
ら
、
ラ
ッ
テ
・
ス
ト
ー
ン
や
、
ル
ソ
ン
（lusong
）

と
呼
ば
れ
る
、
石
で
で
き
た
す
り
鉢
の
よ
う
な
も
の
が
い
く
つ
か
見

つ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
古
代
、
中
世
か
ら
こ
の
地
に
残
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
グ
ア
ム
の
人
び
と
は
こ
の
場
所
を
射
撃
場

と
し
て
使
わ
せ
る
こ
と
に
強
く
反
発
し
て
い
る
の
だ
。

　

楽
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
読
者
も
い
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
現
地
案
内
役
な
し
に
未
経
験
者
だ
け
で
向
か
う
に
は
か
な
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い
ち
お
う
進
行
し
て
い
る
。
法
律
上
、
最
終
的
に
目
指
さ
れ
る
の
は
、

「
基
本
政
策
合
意
」（Program

m
atic A

greem
ent

、
以
下
Ｐ
Ａ
と

略
）
で
あ
る
が
、
こ
の
合
意
の
法
律
上
の
主
な
当
事
者
は
、
事
業
主

体
で
あ
る
国
防
総
省
と
、
地
元
側
で
は
、
グ
ア
ム
知
事
に
任
命
さ
れ

る
職
で
あ
る
「
グ
ア
ム
歴
史
保
存
官
」
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、
つ
い
先
日
の
三
月
九
日
、
グ
ア
ム
歴
史
保
存
官
の
リ
ン
ダ
・

ア
グ
オ
ン
は
、
Ｐ
Ａ
に
署
名
す
る
と
発
表
し
た
。
か
つ
て
は
Ｐ
Ａ
へ

の
署
名
を
拒
否
し
て
い
た
ア
グ
オ
ン
氏
が
、
態
度
を
変
え
た
の
で
あ

る
。

　

そ
こ
に
到
る
プ
ロ
セ
ス
を
見
て
お
こ
う
。
国
防
総
省
が
公
表
し
た

当
初
の
Ｐ
Ａ
案
に
は
、
当
然
の
よ
う
に
、
パ
ガ
ッ
ト
地
区
を
射
撃
訓

練
場
に
す
る
計
画
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
海
兵
隊
移

転
の
推
進
派
で
す
ら
な
か
な
か
飲
め
る
案
で
は
な
い
。
そ
こ
で
国
防

総
省
は
、
計
画
を
維
持
し
つ
つ
も
、
パ
ガ
ッ
ト
へ
の
住
民
の
立
ち
入

り
権
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
住
民
か
ら
の
計
画
へ
の
同
意
を
勝
ち
取

ろ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
、
立
ち
入
り
権
と
い
う
の
は
、
住
民
が
い
つ
で
も
好
き
な

と
き
に
パ
ガ
ッ
ト
へ
入
っ
て
よ
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
か
っ
た
。

あ
く
ま
で
米
軍
の
訓
練
上
の
都
合
が
最
優
先
で
あ
り
、
米
軍
が
許
可

し
た
と
き
に
の
み
立
ち
入
り
が
許
さ
れ
る
、
と
い
う
程
度
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
こ
れ
で
は
権
利
と
は
い
え
ず
、
と
う
て
い
住
民
側
の
納
得

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

他
方
で
、
新
任
の
カ
ル
ボ
知
事
は
、
Ｐ
Ａ
署
名
に
向
け
て
の
布

石
を
次
々
と
打
つ
。
あ
る
報
道
に
よ
る
と
、
知
事
は
、
グ
ア
ム
保

存
ト
ラ
ス
ト
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
の
理
事
た
ち
に
辞
任
を
迫
っ
た
と
い
う

（M
arianas Variety, January 12, 2011

）。
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
先
の
訴
訟
を
起

こ
し
、
Ｐ
Ａ
署
名
に
も
強
く
反
対
し
て
い
る
た
め
だ
。

　

さ
ら
に
知
事
は
、
一
月
末
に
、「
Ｐ
Ａ
受
け
入
れ
の
四
条
件
」
な

る
も
の
を
発
表
し
た
（M

arianas Variety, January 27, 2011

）。
①

パ
ガ
ッ
ト
が
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
、
②
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
行
わ
れ

る
こ
と
、
③
軍
に
よ
る
土
地
返
還
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
④
米
軍
増

強
プ
ロ
セ
ス
が
終
了
す
る
と
き
に
連
邦
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
（federal 

footprint

）
が
縮
小
し
て
い
る
こ
と
、
の
四
つ
で
あ
る
。
一
見
す
る

と
条
件
が
厳
し
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ど
の
条

件
も
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｐ
Ａ
署
名
に
進
み

や
す
い
よ
う
な
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
と
見
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
。

　

知
事
は
、
三
月
初
旬
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
訪
問
に
あ
わ
せ
て
、
南

フ
ィ
ネ
ガ
ヤ
ン
地
区
の
土
地
四
五
〇
エ
ー
カ
ー
を
連
邦
か
ら
グ
ア
ム

政
庁
に
返
還
さ
せ
る
約
束
を
取
り
つ
け
た
。
連
邦
か
ら
し
て
み
る
と

遊
休
地
を
返
し
た
だ
け
で
あ
り
、
腹
は
痛
ま
な
い
が
、
知
事
の
条
件

③
が
満
た
さ
れ
た
と
い
う
演
出
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
知
事
訪
米
中
の
間
に
、
国
防
総
省
と
グ
ア
ム
政
庁
と
の

協
議
に
お
い
て
、
パ
ガ
ッ
ト
を
射
撃
訓
練
場
の
地
上
危
険
地
帯
（
Ｓ

Ｄ
Ｚ
）
か
ら
は
ず
す
、
つ
ま
り
、
パ
ガ
ッ
ト
に
は
弾
薬
が
飛
ば
な
い

よ
う
に
保
証
す
る
、
と
い
う
譲
歩
が
国
防
総
省
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
て
、
三
月
九
日
の
グ
ア
ム
歴
史
保
存
官
に
よ
る
Ｐ
Ａ
署

名
に
到
る
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ル
ー
ト
15
沿
い
の
土
地
に
射
撃
訓
練
場
を
設
置

す
る
と
い
う
米
軍
の
計
画
自
体
が
放
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
住

民
ら
が
望
む
最
低
限
の
ラ
イ
ン
と
し
て
の
、
他
の
候
補
地
の
検
討
が

な
さ
れ
る
予
定
は
、
依
然
と
し
て
な
い
。
Ｗ
Ａ
Ｇ
も
、
米
軍
の
譲
歩

が
あ
っ
て
も
な
お
、
上
記
の
訴
訟
は
継
続
す
る
と
の
意
思
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ａ
に
地
元
自
治
体
が
同
意
し
た
と
こ
ろ
で
、
す
ぐ
に
工
事
は
始

ま
り
そ
う
に
も
な
い
。
米
軍
の
計
画
実
現
ま
で
に
は
、
ま
だ
相
当
の

紆
余
曲
折
が
あ
り
そ
う
だ
。
昨
年
九
月
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
紹
介
す
べ
き
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
次

回
以
降
。

【
注
】

［
１
］
米
国
の
会
計
年
度
は
一
〇
月
か
ら
始
ま
る
た
め
、
本
来
、
次
年
度

に
関
す
る
予
算
法
案
は
前
年
の
九
月
に
は
成
立
し
て
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
二
〇
一
一
会
計
年
度
国
防
権
限
法
に
つ
い
て
は
、
米

軍
内
に
お
け
る
同
性
愛
者
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
ま
と
ま
ら

な
か
っ
た
こ
と
と
、
中
間
選
挙
が
あ
っ
た
影
響
で
、
そ
の
成
立
が
年
ま

た
ぎ
に
な
っ
て
い
た
。

［
２
］
前
回
は
「
保
全
」
と
訳
し
て
い
た
が
、
今
回
か
ら
は
「
保
存
」
で

統
一
す
る
。

［
３
］http://www.savepagatvillage.com

/litigation.htm
l

［
４
］http://www.savepagatvillage.com

/files/N
T
H
PltrtoSchregardusr

eG
uam

PA
O
ct42010wattachm

ents.pdf

（
や
ま
ぐ
ち 

ひ
び
き
／
本
誌
編
集
委
員
）

※
こ
の
研
究
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
高
木
仁
三
郎
市
民
科
学
基
金
」
か
ら
の

助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。


